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縣
　

東
郷
幼
稚
園
を
開
設

口
万

月5

園
児
2
7
人
が
入
園

　
近
年
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
ち
か

う
幼
児
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所

の
普
及
と
内
容
の
改
善
、
充
実
の
必
要

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
、

よ
り
豊
か
な
黒
づ
く
り
の
た
め
の
環
境

整
備
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
中
央
公

民
館
の
施
設
を
改
造
し
て
、
こ
の
四
月

一
日
に
本
町
で
初
め
て
の
幼
稚
園
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
名
称
は
、
東
郷
幼
稚
園
と
決
め
、
四

月
十
二
日
に
入
園
式
を
行
な
い
、
二
十

七
人
の
園
児
が
入
園
し
ま
し
た
。

　
県
内
に
は
、
四
十
六
年
五
月
一
日
に

百
十
四
の
幼
稚
園
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
公
立
の
幼
稚
園
は
五
市
町
に

十
の
施
設
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

新
し
く
、
四
月
一
日
に
本
町
は
じ
め
六

市
町
村
に
幼
稚
園
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ま
、
本
町
に
は
鶴
野
内
と
坪
谷
に

東郷町役場
発行所
編集人

保
育
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保

育
所
と
幼
稚
園
と
は
そ
の
設
置
目
的
と

か
機
能
が
異
な
り
ま
す
。

　
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い

て
設
置
し
た
も
の
で
、
保
育
に
欠
け
る

乳
児
や
幼
児
を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
幼
稚
園
は
学
校
教

育
法
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
も
の
で
、

幼
児
を
保
育
し
、
適
当
な
環
境
を
与
え

そ
の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
ま
た
、
幼
稚

園
に
入
園
で
き
る
の
は
、
満
三
歳
か
ら

小
学
校
に
就
学
す
る
ま
で
の
幼
児
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
、
文
部
省
の
定
め
る
幼

稚
園
要
領
に
よ
り
、
言
口
韮
叩
、
隔
日
楽
リ
ズ

ム
、
絵
画
製
作
な
ど
の
教
育
を
し
ま
す

　
園
児
た
ち
は
、
早
速
友
だ
ち
が
で
き

明
る
く
、
元
気
に
幼
稚
園
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
子
た
ち
が
す
く
す
く

と
育
つ
よ
う
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
よ
う

第
三
日
曜
日
（
二
十
一
日
）
は
家
庭
の
臼

先
生
と
い
っ
し
ょ
に
ね
ん
ど
細
工

鷲
磐

子
ど
も
の
日
　
風
か
お
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
の
は
五

月
の
接
頭
語
で
し
ょ
う
か
。
五
月
は

青
葉
、
若
葉
の
季
節
、
野
や
山
は
草

木
の
若
芽
が
伸
び
て
緑
「
色
と
な
り

そ
よ
吹
く
風
も
さ
わ
や
か
で
す
。

▽
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
」
で
す
が

三
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
と
七
日
の

日
曜
日
と
飛
び
石
連
休
に
な
り
ま
す

　
児
童
福
祉
法
で
は
「
児
童
と
は
、

満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
い
…

…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
児
童
を
三
段

階
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

満
一
歳
に
満
た
な
い
者
を
乳
児
、
満

一
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
の
者
を
幼
児
。
そ
し
て
、

小
学
校
就
学
の
始
期
か
ら
満
十
八
歳

に
達
す
る
ま
で
の
者
を
少
年
、
と
し

て
い
ま
す
。

▽
子
ど
も
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に

育
成
す
る
責
任
は
、
子
ど
も
の
保
護

者
と
と
も
に
国
や
地
方
公
共
団
体
が

負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

意
味
か
ら
も
、
こ
の
ほ
ど
開
設
し
た

町
立
幼
稚
園
の
責
任
は
重
要
で
、
そ

の
期
待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す

　
摘
み
て
は
す
て
摘
み

　
て
は
す
て
し
野
の
花

　
の
我
竺
て
が
あ
と
に
と

　
ほ
く
続
き
ぬ
　
牧
水
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追
加
助
士
事
業
に
着
手

林
道
小
屋
の
谷
線
な
ど

　
東
郷
町
の
森
林
面
積
は
、
総
面
積
の
八
五
％
を
占
め
、
そ
の
う
ち
九
一
％
が

民
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
林
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
町
の
産
業
別
生
産
所
得
を
み
る
と
、

林
業
が
第
一
位
で
二
七
％
、
つ
ぎ
が
農
業
の
二
五
％
で
、
こ
れ
に
河
川
漁
業
の

生
産
額
を
加
え
た
第
一
次
産
業
の
占
め
る
割
合
は
五
四
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
産
業
就
業
者
別
構
造
を
み
る
と
、
総
数
三
千
八
百
七
十
六
人
に
対
し

第
一
次
産
業
従
事
者
は
七
一
％
の
二
千
七
百
五
十
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
第
一
次
産
業
が
町
の
主
要
産
業
で
あ
り
な
が
ら
、
生
産
性
が
低
く

抜
本
的
な
改
善
対
策
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
農
林
業
の
振
興
と
発
展
の
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に

各
種
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
月
は
、
こ
の
な
か
か
ら
林
業
構
造
改

善
追
加
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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．
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椴
・

冠，　
　
台
墨

㍗
、

本
町
林
業
の
概
況

　
林
業
生
産
で
は
、
本
町
は
昔
か
ら
県

内
屈
指
の
木
炭
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
、
代
替
燃
料
の

進
出
で
木
炭
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り

か
わ
っ
て
用
材
林
経
営
へ
の
転
換
が
急

速
に
進
行
し
ま
し
た
。
現
在
、
民
有
林

面
積
の
五
九
・
四
％
に
当
る
一
万
百
八

十
七
珍
が
人
工
林
と
な
り
、
一
万
二
千

鈴
造
林
を
目
標
に
、
年
平
均
五
百
鈴
の

拡
大
造
林
が
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
業
生
産
の
い
ま
一
つ
の
柱
で
あ
る

し
い
た
け
は
、
第
一
次
林
構
事
業
を
中

心
と
し
た
制
度
事
業
の
導
入
に
よ
る
生

産
施
設
の
近
代
化
が
進
み
、
年
年
生
産

は
大
巾
に
増
加
し
、
現
在
で
は
、
五
万

鑑
を
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
林
道
は
、
第
一
次
林
構
に
よ
り
四
路

線
五
千
五
百
四
十
三
儲
が
完
成
し
ま
し

た
が
、
開
設
計
画
延
長
七
十
二
鷺
に
対

し
既
設
延
長
は
わ
ず
か
に
十
四
算
し
か

な
く
、
積
極
的
な
事
業
の
推
進
が
必
要

で
す
。

第
一
次
事
業
の
成
果

　
昭
和
四
十
二
年
度
に
第
一
次
林
構
事

業
の
指
定
を
う
け
、
総
事
業
費
八
千
百

四
十
七
万
円
で
事
業
に
着
手
、
四
十
六

年
度
に
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
第
一
次
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
経

営
基
盤
の
整
備
事
業
で
入
会
林
野
三
件

一
千
五
百
九
十
一
か
を
整
備
し
、
分
収

造
林
三
十
四
鴛
の
促
進
と
あ
わ
せ
て
経

営
基
盤
の
充
実
に
成
果
を
あ
げ
ま
し
た

　
生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、
林
道
四
路

線
五
千
五
百
四
十
二
溜
を
開
設
し
、
資

本
装
備
の
高
度
化
事
業
で
は
、
森
林
組

合
に
集
材
機
二
台
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
十
五

台
、
刈
払
機
十
五
台
、
資
材
人
員
輸
送

車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
　
一
台
、
機
械
保

管
倉
庫
一
棟
を
設
置
し
、
素
材
生
産
お

よ
び
造
林
事
業
の
近
代
化
を
促
進
し
ま

追加林構事業の実施計画総括
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生産基盤

林道の開設の

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
協
業
体
の
施
設
と
し
て

チ
ェ
ン
ソ
ー
二
十
四
台
、
刈
払
機
十
台

し
い
た
け
乾
燥
用
建
物
十
一
棟
、
乾
燥

機
十
四
台
、
軽
架
線
七
台
、
給
水
施
設

四
ヵ
所
を
設
置
し
て
、
造
林
事
業
な
ら

び
に
し
い
た
け
生
産
の
近
代
化
を
図
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
過
疎
化
現

象
は
林
業
労
務
者
不
足
に
い
っ
そ
う
の

拍
車
を
か
け
、
さ
ら
に
は
外
材
攻
勢
の

影
響
な
ど
も
か
ら
ん
で
、
林
業
経
営
に

整備事業

569．6

665．0

1，034．6

3，232．6

　267．4

3，500．0

i集材機　　1台

：索道　1台
チェンソー2台
渉ラック　1台
以内作業車1台
トラクター
　ショベル1台層
ダンプ
　トラック1台
零

話生材素
6

施設の設置

595
開
械
置

道
機
　
　
設

業
用

作
設
の

費
計

小
一
計
備

資本装備

の高度化

業事

予
　
△
口

一
種
の
危
機
感
を
あ
お
り
た
て
て
い
ま

す
。　
こ
の
よ
う
な
、
き
び
し
い
情
勢
に
正

面
か
ら
取
り
組
み
、
こ
と
に
、
林
業
後

継
者
が
希
望
を
も
っ
て
林
業
に
従
事
で

き
る
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
第

一
次
林
構
事
業
に
引
き
続
き
追
加
事
業

の
計
画
を
た
て
、
四
十
七
年
度
か
ら
四

十
九
年
度
に
か
け
て
林
業
経
営
の
近
代

化
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＼
）
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追
加
事
業
の
基
本
構
想

入
会
林
野
の
整
備
な
ど

　
以
上
．
∂
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
実

欣、

浴
D
る
追
「
加
事
業
は
つ
y
．
－
の
と
お
，
う
で

す
．
．一、

o
営
基
盤
の
充
実
事
業

　
一
集
団
百
七
十
秒
の
入
会
林
野
整
備

を
行
な
い
、
生
産
森
林
組
合
を
設
立
し

ま
す
D

一一

A
生
産
基
盤
の
充
笑
事
業

　
第
一
次
事
業
で
も
林
道
開
設
に
つ
と

め
ま
し
た
が
、
本
事
業
で
さ
ら
に
二
路

線
二
千
二
百
五
十
層
を
開
設
し
て
、
生

産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

三
、
資
本
装
備
の
高
度
化
事
業

　
増
大
す
る
素
材
生
産
に
対
処
す
る
た

め
、
森
林
組
合
に
ト
ラ
ッ
ク
一
台
、
索

道
一
台
、
集
材
機
一
台
、
林
内
作
業
車

一
台
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
二
台
を
設
置
し
ま

す
、四
、
作
業
道
開
設
用
機
械
の
設
置

　
第
一
次
事
業
で
導
入
し
た
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
一
台
（
四
ト
ン
）
、
ト
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ベ
ル
一
台
（
十
ト
ン
）
に
加
え

て
、
き
ら
に
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
一

台
（
十
一
・
ニ
ト
ン
）
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
一
台
（
ニ
ト
ン
V
を
設
置
し
て
、
し

い
た
け
生
産
や
増
大
す
る
間
伐
材
の
搬

出
な
ら
び
に
造
林
作
業
な
ど
の
近
代
化

を
推
進
す
る
た
め
の
作
業
道
を
開
設
し

ま
す
。

　
作
業
道
は
、
四
十
六
年
度
末
で
二
万

二
千
材
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

三
年
閻
で
さ
ら
に
三
万
溶
を
開
設
す
る

計
画
で
す
．

　
四
十
七
年
度
に
は
、
入
会
林
野
の
整

備
を
は
か
る
の
を
は
じ
め
、
林
道
小
屋

の
谷
線
（
田
野
）
の
開
設
、
集
材
機
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
林
内
作
業
車
な
ど
素
材

生
産
施
設
の
設
置
を
行
な
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
林
道
小
屋
の
谷
線
は
延
長
「

千
折
、
幅
員
三
綴
で
す
。

、
ミ
、
」
・
、
、
・
、
、
馳
・
＼
、
㌧
、
、
、
、
＼
こ
、
、
ぐ
＼
、
噂
、
、
ぐ
、
き
、
、
、
・
＼
｝
、
、
辱
、
、
、
く
、
ぐ
＼
こ
、
、
・
、
＼
♪
、
、
・
、
＼
、
・
、
、
噂
、
＼
こ
、
、
こ
＼
、
ミ
、
し
・
＼
、
・
、
、
こ
＼
、
・
、
、
し
亀
、
こ
、
、
‘
、
、
、
・
支
、
・
、
♪
、
、
、
・
＼
♪
、
、
こ
、
、
・
、
＼
・
・
＼
｝
、
＼
こ
、
、
・
曳
こ
＼
、
・
、
＼
こ
、
こ
、
＼
こ
、
｝
き

自
然
を
守
ろ
う

　
　
木
石
の
無
断
採

　
　
取
は
や
め
て
〃
”

　
最
近
は
、
　
般
．
の
家
庭
で
も
庭
園
熱

が
き
か
ん
で
、
花
木
や
自
然
石
の
需
用

が
急
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
庭
が
美
し
く
な
る
、
そ
の
こ
と
は
た

い
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
す
。
問
題
は
、

こ
の
よ
う
な
庭
園
を
つ
く
る
た
め
に
そ

の
材
料
を
自
然
の
山
や
河
川
に
あ
る
も

の
に
求
め
、
不
法
に
持
ち
帰
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

　
ひ
ど
い
も
の
に
な
る
と
、
売
買
を
目

的
と
し
た
も
の
や
、
個
人
の
家
の
近
く

に
移
植
し
て
あ
る
樹
木
や
庭
先
の
梅
の

木
ま
で
、
夜
間
自
動
車
で
持
ち
去
る
人

も
で
て
き
ま
し
た
．
．

　
自
然
の
保
護
や
山
林
の
管
理
面
か
ら

も
放
置
で
き
な
い
状
態
で
す
．
．

　
河
川
に
あ
る
砂
利
、
石
、
樹
木
な
ど

は
河
川
法
や
県
の
条
例
で
無
断
採
取
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
砂
利

な
ど
の
必
要
な
人
は
河
川
管
理
者
（
二

級
河
川
は
県
知
事
）
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
無

許
可
で
持
ち
去
っ
た
人
は
処
罰
さ
れ
ま

す
。　
ま
た
、
山
野
に
あ
る
樹
木
な
ど
は
森

林
法
で
無
断
採
取
が
禁
止
き
れ
て
お
り

河
川
同
様
厳
罰
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
従
来
は
、
携
行
で
き
る
程
度
の
も
の

で
あ
れ
ば
善
意
の
も
の
と
し
て
見
過
ご

さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た

一
部
の
行
き
過
ぎ
た
入
た
ち
の
行
為
の

た
め
に
、
今
後
こ
れ
ら
の
違
反
者
は
罰

す
べ
き
と
の
声
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
す

　
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
国
有
林
の
申
で

樹
木
を
掘
っ
て
い
る
人
を
駐
在
員
が
み

つ
け
逮
捕
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
自
然
の
資
源
や
財
産
の
保
護
は
、
町

に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
今
後

町
で
は
森
林
組
合
な
ど
と
連
絡
を
と
っ

て
、
指
導
に
つ
と
め
ま
す
が
、
み
な
き

ん
も
、
本
町
の
自
然
保
護
の
立
場
か
ら

ま
た
、
森
林
関
係
者
は
み
ん
な
の
財
産

を
守
る
た
め
に
、
自
然
の
木
石
を
無
断

で
持
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
人
を
発
見

し
た
ら
、
ど
し
ど
し
注
意
す
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
悪
質
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

川
端
康
成
さ
ん
を
し
の
ぶ

「い

@
四
月
十
七
日
の
朝
、
旅
の
宿
で
新
聞

眺
を
見
て
息
を
の
窪
・
川
端
き
ん
の
死

ブ

蜘それ
も
自
殺
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
死
の
原
因
は
全
く
の
な
ぞ
で

騨知る由
も
な
い
。
十
八
日
の
ど
の
新
聞

に
も
痛
惜
と
そ
の
業
績
を
た
た
え
る
記

事
が
満
載
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
八
年
差
ろ
・
「
伊
豆
の
踊
子
」

《
が
映
画
化
き
れ
、
天
城
峠
の
情
景
や
湯

¶・

P
野
に
お
け
る
学
生
と
踊
子
の
青
春
の

融
好
情
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
そ
れ
か

帆
ら
い
っ
か
天
城
峠
を
越
え
て
み
よ
う
と

）
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

洗
昭
和
三
十
七
年
の
春
、
伊
豆
を
一
巡

　
す
る
機
会
を
え
た
。
そ

…7

ﾌ
時
は
、
伊
東
か
ら
下

庸
、
松
崎
、
土
肥
と
東

》
海
岸
を
回
り
湯
ケ
島
に

ば

翻
来
た
の
で
つ
い
に
天
城

　
峠
を
越
え
る
・
と
は
で

～

帝
表 美

村
長
と
上
京
し
た
ζ
・
、
、
、
三
＋
年
ぶ
．
．

，
9
に
天
鋪
「
峠
ん
丘
上
え
た
．
．
峠
は
、
ト
ン
．

ネ
ル
が
貫
け
、
映
画
で
見
る
よ
う
な
風
∵

景
は
な
か
っ
た
が
、
長
い
間
の
念
願
が
　

か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
峠
を
「
．

下
っ
て
湯
ケ
野
に
行
き
、
除
幕
し
た
ば
学

元
り
の
川
端
さ
ん
の
文
学
碑
や
踊
子
た
・
了

ち
が
泊
っ
た
宿
な
ど
を
見
た
。
　
　
　
》

昭
和
四
士
二
年
に
落
成
し
た
牧
水
記
騨

念
讐
寝
の
惑
う
迎
水
先
生
と
　
　

縁
の
あ
る
川
端
さ
ん
に
依
頼
し
た
。
と
一

こ
ろ
が
・
揮
ご
う
さ
れ
た
記
念
館
の
字
曲

に
誤
り
が
費
・
れ
・
た
い
へ
ん
煮

に
さ
れ
、
大
悟
法
き
ん
を
通
じ
て
訂
正
》

す
る
よ
う
に
言
っ
て
こ
ら
れ
た
・
’
ゐ
蝉

蓼
う
の
彫
刻
は
、
延
岡
市
の
黒
木
庭

　
　
　
　
　
雄
き
ん
が
心
血
を
注
い
だ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

感
想

き
な
か
っ
た
。
幸
い
、
湯
ケ
島
で
川
端

さ
ん
や
牧
水
先
生
が
よ
く
泊
ら
れ
た

　
「
湯
本
館
」
を
見
る
こ
と
が
で
｝
、
・
た
．
．

大
正
七
年
ご
ろ
、
両
人
と
も
い
っ
し
ょ

に
泊
り
な
が
ら
恐
ら
く
話
を
す
る
こ
と

～は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
大
悟
法
さ
ん

　
は
言
っ
て
い
る
・

～　

q
水
先
生
は
す
で
に
一
家
を
な
し
て

へ

》
お
り
、
川
端
き
ん
は
ま
だ
学
生
で
あ
っ

W
た
。
湯
ケ
島
で
は
、
牧
水
先
生
の
歌
集

》
「
山
桜
の
歌
」
が
な
り
、
川
端
さ
ん
の

　名作
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
構
想
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。

　建

|
鉾
雛
・
の
護
憲
麓

永
遠
の
光
を
放
つ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
昭
和
四
十
三
年
の
秋
、

の
お
礼
に
鎌
倉
市
長
谷
の
自
邸
を
訪
れ
ゾ

臓
韻
識
鐸
蝦
根
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

あ
い
に
く
と
不
在
で
千
載
一
遇
の
機
を
玖

逸
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
毎
底

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

川
端
曽
。
ん
が
な
く
な
認

鰹
一
身
意
識
忽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

の
大
き
な
文
化
財
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測

　　

@　

@
・
の
響
み

　
必
ず
年
賀
状
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
　
V

　　

ｺ
和
四
＋
四
年
の
冬
・
…
毒

　
ル
ム
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
る
た
》

撫
撰
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簗
、

4
多

未
納
分
は
四
百
五
十
円
で

　
四
十
六
年
四
月
か
ら
、
き
ょ
出
制
に

・
．
誤
る
老
齢
年
金
の
受
給
権
者
が
続
続
と

誕
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
に
は

十
六
人
の
人
が
年
六
万
円
の
老
齢
年
金

を
手
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入

は
し
た
も
の
の
、
制
度
に
対
す
る
理
解

が
な
か
っ
た
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、

六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
な
い
人
た
ち
も
か
な
り
み
ら

か
か
り
つ
け
の

医
師
を
信
頼
し
て

　
昔
と
ち
が
っ
て
最
近
は
「
か
か
り
つ

け
の
医
者
」
を
も
た
な
い
人
が
割
と
多

い
よ
う
で
す
。
二
、
三
日
か
か
っ
て
み

て
調
子
が
悪
い
と
す
ぐ
他
の
医
者
に
替

わ
る
傾
向
が
あ
る
の
も
そ
れ
を
う
ら
づ

博．

閧
驍
烽
ﾌ
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
者

．
を
決
め
た
ら
そ
の
人
を
信
頼
す
る
こ
と

未納保険料は6月30日まで

れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
れ
ば
、
き

よ
出
制
の
老
齢
年
金
は
受
け
ら
れ
な
く

て
も
、
七
十
歳
か
ら
老
齢
福
祉
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は

保
険
料
を
と
ど
こ
お
り
な
く
納
め
て
い

な
け
れ
ば
、
老
齢
福
祉
年
金
は
も
ち
ろ

ん
、
ど
ん
な
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
こ

で
す
。

　
「
こ
の
医
者
は
ヤ
ブ
で
は
？
」
な
ど

と
思
っ
て
い
た
ら
心
理
的
に
も
悪
く
、

治
る
よ
う
な
病
気
で
も
治
ら
ず
、
精
神
．

的
に
も
よ
く
な
い
結
果
を
招
き
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医
者
を
．

決
め
た
ら
家
族
全
員
が
そ
の
医
者
に
健
」

康
相
談
を
し
、
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
．

し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
、
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
お
く
こ
と
一

が
大
切
で
す
。

・

鰺
。

・

と
に
な
り
ま
す
。

刃
り

や

　
　
　
　
白

鍵

年
金
を
受
け
る
に
は

　
国
民
年
金
で
年
金
を
受
け
る
に
は
、

一
定
の
受
給
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
老
齢
年
金
の

場
合
は
、
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め

る
か
、
免
除
を
受
け
る
か
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
二
十
五
年
の
期
間
は
、

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
に
は
、
そ
の
年
齢
に
応
じ
て
、
二
十

四
年
か
ら
十
年
ま
で
に
短
縮
き
れ
て
い

ま
す
。納

め
忘
れ
に
特
例
措
置

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
期
限
ま
で

に
納
め
な
い
ま
ま
に
二
年
を
す
ぎ
る
と

納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
年
を
す
ぎ
て
、
納

め
忘
れ
の
期
間
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
二
年
を
す
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
期
間

を
い
ま
な
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

〃
特
例
的
な
措
置
〃
が
あ
り
ま
す
。

　
時
効
に
よ
っ
て
、
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
期
間
の
あ
る
人
に
も
、
き
い
こ
の

〃
特
例
納
付
〃
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
と
こ
ろ
叫
、
、
こ
の
〃
特
例
納
付
〃
は

強
制
加
入
お
よ
び
高
齢
任
意
加
入
の
被

保
険
者
と
強
制
加
入
す
べ
き
未
加
入
者

に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
人
た

ち
の
な
か
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
分

か
ら
四
十
五
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
科

で
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、
一
か
月

に
つ
き
四
百
五
十
円
の
保
険
料
を
六
月

三
十
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
あ
い
だ
に
六
十
五
歳
に

な
る
人
は
、
六
十
五
歳
に
な
る
日
の
前

日
ま
で
に
こ
の
保
険
料
を
納
め
て
し
ま

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、

47年7月から

が
に
料
国

　
　
　
0

険

55
保
月

　
き
よ
出
に
よ
る
老
齢
年
金
の
支
給
開

始
、
夫
婦
二
万
円
年
金
の
実
現
．
な
ど
と

国
民
年
金
の
飛
躍
に
は
目
を
み
は
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
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五
月
の
支
払
い
を
受
㎜

け
た
ら
す
ぐ
届
け
を
…

福
祉
年
金
定
時
届

　
現
在
、
本
町
で
六
百
五
十
人
の
福
祉

年
金
受
給
権
者
が
い
ま
す
が
、
こ
の
福

祉
年
金
は
無
拠
出
制
で
あ
る
た
め
前
年

の
所
得
が
決
め
ら
れ
た
額
以
上
あ
る
人

や
、
普
通
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
人
は

年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
毎
年
本
人
か
ら

の
届
け
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
ま
す
が

こ
ん
月
は
そ
の
届
け
を
す
る
月
で
す
．
、

こ
の
届
け
を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
て

提
出
す
る
と
九
月
支
払
以
降
の
年
金
が

受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
五
月
の
支
払

い
を
受
け
た
ら
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て

く
だ
並
・
㌔
い
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
年
金
額
が
あ
が
れ
ば
、

そ
れ
に
伴
う
財
源
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ふ
つ
う
な
ら
、
一
人
一
か
月
に

千
三
百
円
の
保
険
料
に
な
る
と
こ
ろ
を

国
の
負
担
す
る
三
分
の
一
を
き
し
引
い

て
八
百
五
十
円
の
保
険
料
と
し
て
計
算

し
て
い
ま
す
．
、

　
し
か
し
、
　
一
度
に
こ
の
額
に
引
き
あ

げ
る
こ
と
は
し
な
い
で
、
被
保
険
者
の

経
済
力
を
考
え
て
、
こ
の
七
月
か
ら
は

五
百
五
十
円
に
と
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
納
め
忘
れ
が
か
さ
な
る
と
、
つ
い
額

が
ふ
え
て
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
料
は
計
画

的
に
納
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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新たに2人を合祀

4月3日に慰霊祭

　
四
十
七
年
度
の
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

が
、
四
月
三
日
、
成
願
寺
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
新
た
に
明
治
十
年
の
西

南
戦
争
に
官
軍
と
し
て
従
軍
し
、
熊
本

県
ク
ボ
イ
で
戦
死
し
た
寺
迫
出
身
の
橋

口
浦
吉
（
遺
族
智
教
）
さ
ん
と
田
野
出

身
の
小
川
徳
次
郎
（
遺
族
フ
ミ
子
）
さ

ん
の
二
人
を
合
祀
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
西
南
戦
争
か
ら
日
清
日
露

の
戦
争
を
経
て
、
太
平
洋
戦
争
に
い
た

る
ま
で
の
数
次
の
戦
い
で
国
難
に
殉
じ

た
人
は
、
町
内
で
三
百
九
十
四
人
で
す

　
慰
霊
祭
に
は
、
遺
族
は
じ
め
来
賓
多

数
が
出
席
し
、
神
式
と
仏
式
で
行
な
わ

れ
た
あ
と
、
町
長
、
県
知
事
、
町
議
会

議
長
が
自
閉
を
の
べ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
、
演
芸
会
が
あ
り
ま
し
た

農
道
の
舖
装

（
糟
臓
無
欄
）

識

　
産
業
経
済
発
展
の
基
盤
と
も
い
え
る

道
路
網
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
た
め
、

町
で
は
、
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
町
道

を
は
じ
め
農
道
、
林
道
の
整
備
促
進
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
農
道
前
田
～
大
工
野
線

（
鶴
野
内
）
と
山
下
吐
～
地
内
線
（
追

野
内
）
の
舗
装
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

　
前
田
～
大
工
野
線
は
、
総
延
長
一
千

八
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
・
六
メ

ー
ト
ル
で
総
工
事
費
は
一
千
万
円
、
山

下
吐
～
地
内
線
は
総
延
長
九
百
十
九
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
三
・
六
メ
ー
ト
ル
で
総

工
事
費
は
五
百
万
円
で
す
。

　
前
田
～
大
工
野
線
の
う
ち
で
、
大
工

野
地
区
九
百
八
十
メ
ー
ト
ル
は
引
き
続

き
工
事
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

｝

　
本
町
教
喜
年
の
歩
み
㈲

母
　
　
塩
月
儀
市

　
・
日
露
戦
争
と
小
学
校

　
明
治
三
十
七
、
八
年
冬
日
露
戦
争
は

国
を
あ
げ
て
の
戦
い
で
、
学
校
で
は
修

身
の
説
話
な
ど
も
す
べ
て
戦
況
の
話
で

し
た
。
遊
び
も
戦
時
色
豊
か
な
も
の
で

石
合
戦
や
戦
争
ご
っ
こ
が
流
行
し
ま
し

た
。
出
征
兵
士
の
見
送
り
、
神
社
参
拝

．
な
ど
よ
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
唱
歌
は

軍
歌
「
色
で
「
勇
敢
な
る
水
兵
」
、

　
「
戦
友
」
な
ど
が
よ
く
歌
わ
れ
、
流
行

歌
で
は
「
雪
は
し
ん
し
ん
降
り
積
る
、

障
子
開
く
れ
ば
銀
世
界
、
さ
ぞ
や
満
洲

は
冷
た
か
ろ
、
思
え
ば
涙
が
先
に
た

　
つ
」
の
ラ
ッ
パ
節
が
流
行
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
登
校
の
服
装
は
和
服
に
ぞ
う

り
か
は
だ
し
で
し
た
。
し
か
し
、
三
大

節
に
は
多
く
の
学
童
は
紋
付
き
羽
織
に

は
か
ま
を
着
け
ま
し
た
。
高
等
科
生
は

常
に
は
か
ま
を
つ
け
て
登
校
し
ま
し
た

一
学
用
品
は
、
ふ
ろ
し
き
に
包
み
、
背

に
負
う
の
が
普
通
で
し
た
が
、
中
に
は

さ
な
だ
で
ふ
ろ
し
き
包
み
を
結
ん
で
、

肩
か
ら
横
に
さ
げ
る
者
も
い
ま
し
た
。

雑
の
う
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

日
露
戦
争
後
で
す
。

　
昼
食
の
弁
当
は
「
握
り
飯
」
で
お
か

’
ず
は
「
梅
ぼ
し
、
つ
け
も
の
」
で
し
た

・
義
務
教
育
が
六
年
に
延
長

　
明
治
四
十
年
三
月
に
。
尋
常
小
学
校

の
修
業
年
限
が
六
か
年
に
延
長
さ
れ
、

母高

刮
ﾈ
が
二
か
年
と
な
り
、
翠
四
月

�
P
｛
「
〃
ち
『
“
．
呪
，
疋
臥
・
．
老
．
愚
．
．
一
．
．
へ

一
～
一
～
一
～
．
．
一
～
ノ
、
ー
ー
「
一
～
～
ー
ー
．
～
、
イ

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
た
め
、
教
室
が
不
足
し
ま
し
た
ヂ

蘇
卵
紅
器
騰
輝
鰻

で
各
校
と
も
峯
を
行
な
い
ま
し
た
淫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
．

・
戌
申
詔
書
の
下
賜
　
　
　
　
　
　
　
弾

ぜ
懲
灘
聡
慧

怠
惰
の
気
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。
こ
2

姿
を
み
て
、
明
治
天
皇
は
い
た
く
心
に
Ψ

と
め
ら
れ
、
質
実
剛
健
の
風
を
興
起
し
州

精
励
業
に
従
う
よ
う
さ
と
さ
れ
た
の
が
重

戌
申
馨
で
・
明
治
四
±
年
＋
月
滋

愚
蒙
鐘
ザ
月
二
～

姻
瓢
難
論
撤
　

ク
其
ノ
慶
二
頼
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
毫

緯
慧
三
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
宣
ク
上
下
、
心
ヲ
一
｛

益
々
更
張
ヲ
要
ス

ニ
シ
忠
実
業
二
服
シ
勤
倹
産
ヲ
治
メ
惟
テ

レ
信
惟
レ
義
醇
厚
俗
ヲ
成
シ
幸
ヲ
去
り
　

実
に
就
キ
荒
台
相
野
メ
自
強
息
マ
ザ
ル
ナ

ベ
シ
　
抑
々
我
が
神
聖
ナ
ル
祖
宗
ノ
遺
醇

禦
韓
姫
糊
史
轟
鋤

蓼
鐸
轡
輸
慰
鵯
罐
勲

踏
処
シ
我
が
忠
良
ナ
ル
臣
民
ノ
協
翼
二
聖

筒
籍
シ
テ
維
新
ノ
皇
猷
ヲ
恢
弘
シ
祖
宗
乎

・
威
徳
・
対
雛
セ
ム
…
庶
幾
乙

爾
臣
民
其
レ
克
ク
朕
が
旨
ヲ
体
セ
ヨ
」
イ

ー
ー
ー
ー
～
一
　
　
一
．
　
一
～
」
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お知らせ

△

〔＝⊇
現計

町昭47．5．1

仲
野
原
公
民
館
で

農
業
者
転
職
訓
練

　
農
業
を
や
め
、
新
し
い
職
場
に
将
来

を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
た

め
に
、
県
で
は
農
業
者
転
職
訓
練
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
本
町
の
仲
野
原
公
民
館

で
、
六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
日
頃
で

の
三
ヵ
月
間
、
型
枠
大
工
科
の
訓
練
が

害（こう）ここにも咬

行
な
わ
れ
ま
す
。
訓
練
の
予
定
人
員
は

二
十
人
で
す
。

　
応
募
で
き
る
の
は
、
現
在
農
業
を
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
過
去
一
年
以
内
に

農
業
に
従
事
し
て
い
た
人
で
農
業
委
員

会
か
ら
「
農
業
者
資
格
認
定
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
た
人
と
な
っ
て
い
ま
す

　
訓
練
の
期
間
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
し
、
昨
年
六
月
か
ら
失
業
保
険
を
受

給
し
た
人
は
、
現
在
受
給
し
て
い
な
く

て
も
、
こ
の
訓
練
期
間
申
は
再
び
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
訓
練
を
受
け
た
い
希
望
の
人
は
、
町

農
業
委
員
会
に
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
〈
入
校
中
の
経
費
〉

①
授
業
料
は
無
料
で
、
実
習
用
器
工

　→≦・N　　　 左

　
具
や
材
料
や
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

②
　
訓
練
生
で
、
一
定
の
所
得
要
件

　
（
所
得
税
一
万
七
千
七
百
円
以
下
の

　
者
）
を
備
え
て
お
り
、
校
長
の
認
定

　
を
受
け
た
者
に
は
、
次
の
手
当
が
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

　
イ
、
基
本
手
当
1
1
日
額
五
百
五
十
円

　
　
　
（
月
額
約
一
万
六
千
五
百
円
）

　
ロ
、
扶
養
手
当
月
日
額
配
偶
者
二
十

　
　
円
、
第
一
～
二
子
二
十
円
、
そ

　
　
の
他
面
十
円
（
最
高
百
円
ま
で
）

　
ハ
、
受
講
手
当
隠
日
額
二
百
九
十
二

　
　
円
（
出
席
し
た
日
の
み
）

　
二
、
通
校
手
当
聾
月
額
八
百
十
円
か

　
　
ら
三
千
五
百
円

　
ホ
、
寄
宿
手
当
口
月
額
六
千
二
百
円

　
　
　
（
扶
養
親
族
と
別
居
し
て
寄
宿

　
　
す
る
者
）

　近年、犬による事故がふえ、一つの社会問題になっ

ています。犬を飼うことはけっこうですが、それには、

他人に迷惑をかけないような飼育者としての責任もあ

るはずです。

①飼育者はその飼育について、毎年1回の登録と2

回の予防注射を受けなければなりません。そして、登

録鑑札と注射済票は犬につけておかねばなりません。

②犬はつないでおかねばなりません。いくら鑑札を

つけていても、放し飼いをしていれば捕獲されますの

で注意してください。

③　飼犬に学校や道路などの公共の場所、他人の土地

物件などを損傷し汚染させないようにしてください。

④　飼犬をすてないでください。不用になった犬は、

役場が1匹を百円で買いあげますので、住民課まで連

絡してください。

　なお47年度の畜犬登録、予防注射の日程は改めて連

絡しますので、必ず受けてください。

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
一
期
、

納
　
期
　
　
五
月
三
十
一
日

〈
応
募
手
続
〉

　
入
校
希
望
者
は
、
五
月
二
十
日
ま
で

に
、
健
康
診
断
書
を
準
備
し
て
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
内
）
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
．
．

人
事
異
動

　
四
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お
り
職
員

の
配
置
替
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
〈
町
長
部
局
〉

▽
企
画
開
発
課
開
発
係
　
矢
野
昌
明

（
総
務
課
）

　
〈
教
育
委
員
会
V

▽
社
会
教
育
係
　
寺
原
孝
彦
（
企
画
開

発
課
開
発
係
）
▽
東
郷
幼
稚
園
　
高
森

紀
子
（
鶴
野
内
保
育
所
）
▽
坪
谷
申
学

校
　
甲
斐
啄
子
（
坪
谷
小
学
校
）
寺
原

タ
ヅ
子
（
同
）

（
東
郷
幼
稚
園
の
園
長
に
塩
月
儀
市
を

嘱
託
し
ま
し
た
）

押一…人　ロー1一三

≡　　　47年4月1日現在　　≡

…　　　　　　（　　）は対前月比　　　　≡

≡　　男　　3．438人　≡

≡　　　　　　　（一48）　≡

≡　女3．700人≡
≡　　　　　　　（一54）　　≡

≡総　数　7．138人　≡
≡　　　　　　　　　　　　　（一102）　　　　≡
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懸
羅
懇
灘

　
　
三
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
σ
各
1
■
父
⑲
－
名
部
．
蕗
．
．

高山佐矢田野安谷

尾本藤野辺別藤口

久勝喜亜静昭哲真
美　一由
代久郎美代子也美

将
成
靖
志

善
　
昭

伊
三
夫

正
　
行

　
勝
国
　
義

結
婚
お
め
で
と
う

　
－
．
氏
－
，
．
　
　
．
各
－
．

稲矢杉黒大田黒松新長三那河畝

田野尾木塚辺木原名池浦須野原

福寺追坪　福寺福
　　野　〃
瀬迫白谷　瀬追瀬

英　　ち勝靖伊島美康伸真成節実

　　ず　　三　　　　　　　　　　名．

子紘子行子夫子生子喜弓章子義

羽坪川寺鶴福追羽　福
　　　　　野　野　　〃
璽谷馬追．一口瀬壺坂一一瀬

坪越小部’

”谷一落

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

－
氏
．
　
　
3
名
⊥
．
年
ム
η
」
．
部
落
一

佐森田糸黒

藤本口平木

サ寅米熊
　　　次
ツ男香郎弘

七五五七七
八七四九四

齋
煮
冷

小
野
田
「

　
〃
「

迫
野
内
一


	東郷幼稚園を開設－園児２７人が入園

	追加林構事業に着手－林道小谷の谷線など

	追加事業の基本構想－入会林野の整備など

	さいごの特例納付－未納分は四百五十円で

	47年7月から　保険料が月５５０円に
	新たに2人を合祀－４月３日に慰霊祭

	農道の舖装

	人事異動

